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論文審査の結果の要旨 

 

本研究は、Annexin A1（以下 ANXA1 と略す）がその受容体である N-Formyl Peptide 

Receptor 2（以下 FPR2 と略す）の活性化を介して、歯周病の病態形成過程に及ぼす影

響について検討したものである。 

絹糸結紮マウス歯周病モデルを用いた解析結果から、歯周病の進行に伴い歯周組織に

おける ANXA1 および FPR2 の発現が上昇し、ANXA1-FPR2 シグナルの阻害は歯槽骨

吸収を促進し、同シグナルの活性化は歯槽骨吸収を抑制することが明らかとなった。さ

らに、ヒト歯根膜細胞を用いた in vitro の解析結果から、ANXA1-FPR2 シグナルは歯根

膜細胞の IL-1 誘導性 IL-8 および GM-CSF の産生を制御していることが明らかとなっ

た。 

以上の研究成果は、ANXA1-FPR2 シグナルが歯周組織における内因性の炎症制御機構

として機能している可能性を明らかにし、歯周病の病態生理の理解に新たな知見を与え

るものであり、博士（歯学）の学位を授与するに値するものと認める。 

 

 

 

 

 

 

 


